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研究開発の内容 

目的 

研究開発課題 

 高品質で自然な三次元映像の提示に必要な空間情報取得システムを構築 
  基本原理：インテグラル方式 

人と人との自然で円滑なコミュニケーションの実現に資する 

 複合撮像面構成技術 
 複合光学素子アレイ化技術 
 空間情報処理技術 
 光学像シフト技術 

三次元空間を伝搬する，膨大な量の 
光線の方向と強度の情報を取得 



研究開発の成果（1/2） 

複合撮像面構成技術 

空間情報処理技術 光学像シフト技術 

複合光学素子アレイ化技術 

 複数の露光で撮像面を多画素化 
 二回の露光でシリコンウエハ上

に回路を転写 
 水平15360画素x垂直8640画素 
 ベイヤー構造でGはR,Bの2倍の

画素数 

 光学素子アレイを接合することで
全体の光学素子数を増加 

 小型光学素子アレイを二枚接合 
 全体として水平376個x垂直211

個の光学素子アレイ 

 複合撮像面：露光領域の違いに
よる信号レベルの差 

 複合光学素子アレイ：接合部分
で信号レベルの低下 

 信号レベルの差や低下を、信号
処理により抑圧 

 被写体の光学像を奥行き方向に
シフト 

 被写体の奥行き方向の幾何学
的なひずみを抑圧 

 屈折率分布レンズを用いたア
フォーカルレンズアレイを使用 






